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令和８年３月１日発行    

― 大仙市役所西仙北支所 〒019-2192 大仙市刈和野字本町 5番地 ☎ 0187-75-1111(代表) ― 

 

●令和７年分西仙北地域 市・県民税申告相談 
 申告特設会場での申告相談は３月１６日(月)まで！ 

受付時間：午前８時４５分～午前１１時３０分、午後１時～午後３時３０分 
日曜申告：３月１日(日)  開場：午前８時、受付：午後３時まで 
特設会場：西仙北支所３階 会議室 

※土日、２日(月)、６日(金)、１０日(火)、１２日（木）は 
申告相談を開催していません。ご注意ください。 

 
１日(日)のみ、日曜申告を開催します。 

●お引越しされる方へ 

３月から４月にかけてお引越しが多い時期になります。市内外へ住所を変更される 

場合、市役所に住民票上の異動届出をしていただく必要があります。 

 

 

 
 

オンライン転出届の 

QRコード 

 

【問い合わせ】西仙北支所市民サービス課 戸籍担当 ☎0187-75-2961 

【問い合わせ】西仙北支所市民サービス課 税務担当 ☎0187-75-2964 

 

 

 

●【作って・遊んで・癒されて】体験型ワークショップが開催されました。 

２月１５日(日)、大綱交流館にて「刺身と癒しとモルックと。」と題し、地元商店のお二人が講師を務

める体験型ワークショップが開催され、６組の親子が参加しました。“刺身ワークショップ”では和栄堂

の佐藤勇弘さんが講師を務め、人気商品「コーヒーの刺身」をアレンジした「パッションフルーツの刺

身」と「チョコムースの刺身」を作り、試食しました。“癒しのワークショップ”ではヘアーサロン理容

コンダの齋藤美咲さんが講師を務め、参加者が色や香りを選ぶオリジナルアロマづくりと、爪磨き、ロ

ウパック体験をしました。また、モルック体験では白熱した対決が行われ大盛り上がりでした。 

大人も子どもも楽しみ、交流を深め、会場は終始にぎわいました。 

    



2 

 

 

  

 

【小・中・高・地域連携 児童生徒の健康課題への取り組み Vol.６】 

“ICT利用によって予想される健康課題（目、心、睡眠等）を予防する” 
 現在、GIGA スクール構想による学校での ICT（情報通信技術）利用が本格的に始まっており、児

童生徒たちへの健康問題（目、心、睡眠等）が懸念されています。そこで、小・中・高と地域が連

携し、未来の地域を担う子どもたちの健康課題に向き合い、見守り、声かけをしていただきたいと

いう思いからこの取り組みが始まりました。取り組みの一部を西仙北支所だよりでも紹介します。 

 

 

 

【西仙北中学校の取り組みから】 
『頭痛』や『吐き気』で保健室を利用する生徒に考えられる原因を聞くと「寝不足」と回答する

生徒が多数います。そして、その「寝不足」の原因のほとんどがメディア機器の長時間利用です。

冬休みは、普段よりも家で過ごす時間が長くなり、メディアに触れる機会が多くなりがちです。そ

こで、長時間使用が体にどのような影響を及ぼすのか考える機会を設けるために保健集会を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

◎冬休み前の保健集会の実施「よい冬休みにしよう ～メディアコントロールを意識して～ 」 

 １２月上旬に実施したアンケート結果から、メディア機器を長時間利用している人は睡眠時間が

短いこと、「○○くんの脳の中」の動画では、本来は寝る時刻なのにブルーライトを浴びることで脳

がお昼だと勘違いし、眠くならず、睡眠の質が下がることを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーライトって

悪いんだ。 

へぇ～、お昼

とかんちがい

するんだ。 

 

 

 ◎保健室前の掲示物「デジタル機器の使用と睡眠の質」 

 

 

集会の内容と関連させ、睡眠のメカニズムを知り、デジタル機器使用時間と睡眠時間の関係につ

いて考えることができる掲示物を保健室前に掲示しました。 

 
 

①棒を動かし、デ

ジタル機器使用時

間を調節。 

②その時間が長く

なるほど、睡眠時

間が短くなること

を理解する。長く

なるほど、睡眠時

間が短くなること

を理解する。 

冬休みの「メディアコントロールチャレンジ」は、『冬休み後に達成していたいこと・目標』を決め、それを達

成するための『メディアとの付き合い方』も決め、取り組みました。「メディアの時間が減ると、起きたときに

スッキリしていた」「メディア以外の楽しみを見つけられてうれしかった」などの感想がありました。保護者の

皆さんからのコメントではお子さんの家庭での様子やメディア機器との付き合い方の工夫など、今後の取組の

参考にしたい意見がたくさんありました。（西仙北中学校 養護教諭 米澤明日香） 
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